






①ボールボックスを垂直に引き抜き、反転して差し込
みます。※この時、固定パーツは取り外してください。

②ボールボックスをボールボックス固定ネジで固定
します。

③ボールかきまぜ棒ラバーをボールかきまぜ棒ラバー
とめネジで取り付けます。

④スライドベースを引き出し、本体を卓球台の上に
置きます。

電源について

電源プラグをコンセントに
差し込み、本体の電源ス
イッチをONにします。

電源スイッチ

固定パーツ

①防球ネット用ポールをロボット側のネット際に取り付けます。
②防球ネットの留め具を台の角に取り付けます。
③防球ネット用ポールに防球ネットの先を差し込み、ゴムひもを下部のネジ部分にかけます。

①コントロールボックスホルダーを卓球台の縁に取り付けます。
②コントロールボックスホルダーにコントロールボックスを差し込みます。



ボールの回転方向の選択

※発射口を回転させるときはコードに負担が
　 かからない範囲で回転させてください。

●ロボットが動作中でも、本体角度
　 を調節することができます。

●ロボットが動作中でも、首振り
　 角度を調節することができます。

スピード・ピッチの設定

※ボールの入れすぎにご注意ください。
※破損したボールなど、異物が入らないように
ご注意ください。

本体の角度を上向きに設定します。

本体の角度を下向きに設定します。

首振り設定

●発射口を回転させてご希望の回転の表示
　 を　　 マークに合わせてボールの回転の　
　 種類を決定します。

他にも、

の6方向に設定できます。



基本的な練習方法例

フォアハンド

バックハンド

フォアとバックの切り替えし

R

R スピード　：3～4

ピッチ　　：1～2

スピン　　：上回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：なし

ロボットの設定① 入門編

スピード　：5～6

ピッチ　　：4～5

スピン　　：上回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：なし

ロボットの設定② 中上級編

●①の練習でフォーム作りを主体に、ボールをとらえる感覚を身につける。

●慣れてきたら②のように少し速めに設定してドライブに挑戦。

R スピード　：2～3

ピッチ　　：1～2

スピン　　：上回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：なし

ロボットの設定① 入門編

スピード　：5～6

ピッチ　　：4～5

スピン　　：上回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：なし

ロボットの設定② 中上級編

●①の練習でフォーム作りを主体に、ボールをとらえる感覚を身につける。

●慣れてきたら②のように少し速めに設定してラケットを少しかぶせる様、
　前にスイングする。

スピード　：4

ピッチ　　：1～2

スピン　　：上回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：あり

ロボットの設定① 入門編

スピード　：5～6

ピッチ　　：4～5

スピン　　：上回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：あり

ロボットの設定② 中上級編

●①の練習で足の動かし方とラケットの動かし方を身につけます。

●慣れてきたら②のように少し速めに設定したり、バックを使わずに全て
　フォアで打球してみましょう。

ロボッチャの置く位置

■ボールが台よりオーバーしたり飛びが少ない場合は、本体角度やスピードの設定で調節してください。

■右利きの人を対象に作成してあります。



ツッツキ練習

レシーブ練習

スマッシュ練習

R

R

R

ロボットの設定① 入門編 ロボットの設定② 中上級編

ロボットの設定① 入門編 ロボットの設定② 中上級編

ロボットの設定① 入門編 ロボットの設定② 中上級編

スピード　：3

ピッチ　　：1

スピン　　：下回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：なし

スピード　：4

ピッチ　　：1

スピン　　：下回転

本体角度　：やや上方向

首振り　　：あり

●ラケット角度を水平に近くし、ボールの下側に入れそのまま前に押し出す。

●慣れてきたら②のように首振り設定しフォアとバックでツッツキの切り替えし
　をやる。

スピード　：2～3

ピッチ　　：1

スピン　　：下回転

本体角度　：最下方向

首振り　　：なし

スピード　：2～3

ピッチ　　：1

スピン　　：下回転、横回転等

本体角度　：最下方向

首振り　　：なし

●レシーブには主に攻撃的レシーブ、ストップレシーブ、ツッツキレシーブが
　あります。

●初めはツッツキレシーブをやり、慣れてきたら攻撃的レシーブやストップ
　レシーブにも挑戦してみましょう。

スピード　：3

ピッチ　　：1～2

スピン　　：上回転

本体角度　：最上方向

首振り　　：なし

スピード　：3

ピッチ　　：3

スピン　　：上回転

本体角度　：最上方向

首振り　　：あり

●高いボールなのでラケットの位置を高くし、そこから振り下ろす。

●慣れてきたら②のように設定し、フットワークとスマッシュの練習をしましょう。



本体の電源スイッチがOFFになっていません
か。

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し
込まれていますか。

コントロールボックスを落としたり、濡らしたり
したことはありませんか。また、ロボットが倒れ
たことはありませんか。そのような場合、電気系
統に異常をきたすことがあります。

コントロールボックスを落としたり、濡らしたり
したことはありませんか。また、ロボットが倒れ
たことはありませんか。そのような場合、電気系
統に異常をきたすことがあります。

ロボットが自動的に止まってしまった。

電源プラグがコンセントから抜けていませんか。

ボールの着地地点が、練習に支障を
きたす程一定しない。

発射ホイールがゆるんでいませんか。
ゆるんでいたら＋ドライバーでネジをしめてください。

不安定な場所にロボットを置いていませんか。

発射ホイールにほこりがたまっていませんか。

発射ホイールはゴム製のため、すりへりや劣化が
おこる可能性があります。その場合、発射ホイー
ルの交換が必要となります。

故障と思われる前に

※このような場合、まず電源スイッチをOFFにしてください。

ボールボックスの中にボールはありますか。

ボールかきまぜ棒ラバーが破損、もしくはゆるん
でいませんか。

ボールボックスに目一杯ボールを入れていませんか。
ボールの圧力でボールが詰まることがあります。

ボールの通り道に異物が混入していませんか。

ロボットは作動しているのにボール
が出ない。

スタート/ストップボタンを押しても
作動しない。
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